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抄　　録
　「小児栄養Ⅰ」「小児栄養Ⅱ」の履修者を対象に，授業の実施前と実施後に食育の知識・
態度および食育へのセルフエフィカシー等についての質問紙調査を実施した。その結果，

「小児栄養」の授業が食育の知識・態度の向上，さらには自己の行動変容につながるとさ
れる食育へのセルフエフィカシーの向上に有用であることが示された。しかし，「食事マ
ナー」「食生活」については積極的な変化はみられなかったことから，学生自身の家庭で
の体験，子どもに関する情報やふれあいの機会を増やすことの必要性が示唆された。
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Ⅰ　はじめに
　平成 22 年 7 月 13 日に，保育士試験および保育士養成課程の改正に関して，児童福祉法
施行規則の一部を改正する省令（平成 22 年厚生労働省令第 90 号），児童福祉法施行規則
第六条の二第一項第三号の指定保育士養成施設の修業教科目及び単位数並びに履修方法の
一部を改正する件（平成 22 年厚生労働省告示代 278 号）が公布された。
　保育士養成課程において「小児栄養（栄養学）」は，1962 年以来 3 単位（講義 2 単位，
実習 1 単位）必修であったが，前回 2002 年の保育士養成課程の改定で，演習 2 単位の科
目になった経緯がある１）。保育士養成課程では，従来の「小児栄養」は「子どもの食と栄
養」という科目名称になり，授業内容も変更された。今回の改定では，「食育の基本とそ
の内容および食育のための環境を理解すること」，「家庭や児童福祉施設における食生活の
現状と課題について学ぶこと」，「特別な配慮を要する子どもの食と栄養について理解する
こと」などが授業内容に加えられ，現状をふまえた実践力を養う内容が重視されるように
なった。
　そこで，現在の「小児栄養」の授業内容が食育の知識・態度および食育へのセルフエ


